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2024年5月20日 HPSC感染症対策委員会(Infection Control Team) 作成
※本内容の一部または全部を無断で転載、複製等することは、法律で認められた場合を除き、権利侵害となるため著作権者の許諾が必要です。

①HPSC新型コロナウイルス陽性者発生状況

報告年月 選手・コーチ等 HPSC職員 委託業者 合計

24年4月 0 1 0 1

24年3月 1 1 2 4

24年2月 1 4 1 6

24年1月 4 4 2 10

23年12月 3 2 0 5

23年11月 2 2 0 4

直近6か月間のHPSC内感染者数

左図は、全国における新型コロナウイルス感染症の報告
数推移です。
新規感染者について左のグラフから考えると、次の波の
ピークは2024年6月～8月であろうと予想されます。

つまりオリ・パラパリ大会本番を迎える少し前から流行が
始まると予想されます。

引き続き感染拡大防止対策の徹底を推奨いたします。

【JISSスポーツクリニック 土曜診療のお知らせ】
【期間】2024年4月27日（土）～ 2024年8月31日（土）
【受付時間】 期間内の土曜日及び7月15日（祝日）、8月12日（祝日）
（内科） 13:00 ～16:30
（整形外科） 9:00～11:30、13:00～16:30
（アスリートリハビリテーション）9:00～16:30
【受診方法】 事前予約制（平日の診察と同様）

2023年度でHPSC感染症対策プロジェクトが終了し、 2024年5月から、 HPSC感染症対策委員会が立ち上がりました。本
ニュースレターは、HPSC感染症対策委員会の活動の一環として、HPSCでの新型コロナウイルス感染症の状況、及び世の中の感
染状況を踏まえた情報を発信するものです。

③その他の重要な情報:
・東南アジアではこれから本格的なデング熱の流行シーズンに入りますが、現時点で昨年の同時期を上回る数のデング熱
患者が報告されている国が多く、十分な予防対策（蚊に刺されないようにする）が必要です。
・ベトナムではしばしば鳥インフルエンザ患者が発生していますが、重症化しやすく、先月は死亡例も確認されています。
・アメリカ・テキサス州においても鳥インフルエンザ患者の発生が最近確認されています。

②感染症等に関する情報

2023年度は、5月から新型コロナウイルス感染症が5類に移行し、HPSCも施設の「利用制限」や「利用自粛」の緩和などを実
施いたしました。しかし、2023年度は合計で123名の陽性者報告があり、中でも7月～9月に陽性者が多く見られました(7月27
名、8月28名、9月24名)。直近6ヶ月の陽性者報告は以下のとおりです。HPSC利用者で陽性になられた際、競技団体・所属
団体ご担当者は、HPSC感染症対策窓口(hpsc-ict@jpnsport.go.jp)までご報告ください。
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